

















































このパートには、「二 学校事務J(初出;1学校経営』第一法規、 1957年2月・ 3月。)を除き、
1960年代から 70年代に執筆されたものを中心に 1本の論考が収められている。ただし、その中に



































3 -17 文教財政の課題 教官肉ノ~王íílムm 1949.05 文部省総務課文
部事務官









































4 2 学校事務 学校経営 1957.2/3 
文部省初等教育
課長補佐
4-7 教頭の職務内容と勤務の実態 学校経営 1960.08 
文部省財務課長
補佐
3 -15 貧困児童の就学援助 文部時報 1961. 1 
文部省財務課長
補佐








1 -1 学校管理の本質 学校経営 1962.04 
文部省特殊教育
課長
1 -3 校務の解釈とその内容 学校経営 1962.06 
文部省財務課長
補佐
l 4 所属職員の監督 学校経営 1962.07 
文部省財務課長
補佐
1 -5 校長と教頭との関係 学校経営 1962.09 
文部省財務課長
補佐
1 -6 職員会議の性格と運営 学校経営 1962.10 
文部省財務課長
補佐










4-6 所属職員の詰督一校長の職務権限一 学校経営 1963.07 
文部省特殊教育
課長
1 -10 指導要録の作成と取扱い 学校経営 1964.03 
文部省特殊教育
課長
1 -11 児童生徒の懲戒 学校経営 1964.05 
文部省特殊教育
課長






















































能力 ヴプセw 1967.04 企画室長








2 -11 学校経営における社会へのサービス 学校経営 1969.04 
文部省社会教育
課長
2 -1 新しい学校経営とその研究 学校経営 1969.09 
文部省社会教育
局審議宮
5 -1 学校経営における診断の役割 学校経営 1970.04 
国立社会教育研
修所長
5-2 学校経営目標の診断 学校経営 1970.06 
国立社会教育研
修所長










5-4 学校経営診断の診断 学校経営 1972.03 
国立社会教育研
修所長
2-4 学校経営の理論と実践の原理 学校経営 1972.06 
器立社会教育研
修所長
2 -14 近代学校経営の意志決定過程 学校経営 1972. 1 国立教育会館理
事
4-3 f にがて意識Jからの解放 学校運営研 1973.03 国立教育会館理
アワ勺L 事











2 -15 学校経営と地域協力 学校経営 1974.01 
国立教青会館理
事
5-6 学校経営評価の課題 学校経営 1974.03 国立教育会館理
事
2 -10 学校における教育環境の経営 学校経営 1974.04 
国立教青会館理
事
2-3 学校経営の主体はどこにあるのか 教職研修 1974.04 
国立社会教育研
修所長
2-5 教育活動の自由と学校経営 教職研修 1974.07 
国立社会教育研
修所長
7 -7 教職研修と論文解説 教職研修
1974.09---- 国立教育会館理
1975.08 事
6-8 危機にある学校教育 学校事務 1975. 12 
国立教育会館理
事
2-9 学校経営各論の課題 学校経営 1976.03 
国立教育会館理
事





コー ス 10/12/ 事
1978.02 











4-11 学校主任制度の課題 学校経営 1978.03 
国際学友会専務
理事
7-2 教員研修企画の課題 学校経営 1978.04 
国際学友会専務
理事
3 5 教職経験に基づく識見 学校運営研 1978.07 国擦学友会専務
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ワプヒL 理事










6 -9 業教育研究 1979.08 帝京大学教授i寅要点筆記) 会講演集録









帝京大学教授戸凸以. 1981. 12 
学校経営における法律の論理と教育
帝京大学文
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「以上、学校経営においては、法律の論理と教育の論理が存在することを前提として、そのいずれ
に偏っても正当な経営のできないことを述べてきた。しかし、現実の学校経営においてはそれが至
難であることも事実である。それを克服しなければ学校経営は望ましい姿とならないことは明白で
ある。・・・(中略)・
筆者は、結局、この二つの論理を開立させる外ないと考える。いわゆる妥協である。日本的感覚
からいって、妥協という言葉が納得いかないならば、『バランス感覚をとる』という言葉に置きかえ
てもよいと思う。
由来、臼本人は、妥協するとか、バランスをとるとか、という姿勢に拒絶反応を示してきた。こ
との成否を関わず、一直線に、自分の信ずるところを走ることが潔ぎょいと考える習性を持ってい
た。その直線的思考が純粋であるとして拍手され慎重に妥協点を求めようとする努力は、多くの場
合、母1れ合い、日和見として軽蔑されてきたのである。一つの方向に、国民全体がなだれをうって
かけ出すという国民性は教育の現場にも現れていると思う。結局、われわれの視野が狭いのである。
考えることは、どれほど慎重に考えてもよい。しかし、視野狭窄であってはならないのである。ま
た一本調子の教条主義であってもいけないのである。j
評者は、この一節に込められた林部氏の深い認識に感銘を覚える。こうしたバランス感覚を評者
自身、備えたいと思うし、教育行政や学校経営に関わる人々にも備えて欲しいと切に思う。
最後に、林部氏のますますのご健康と、さらなる著作の展開を祈って本稿を閉じることにする。
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